
● 目 的 　交通ビッグデータを活用して、速度超過、急ブレーキ発生等の潜在的な危険箇所を
特定し、ハンプや狭さく等を効果的に設置することにより、速度抑制を図り、歩行者
や自転車中心の空間づくりをする。
　※20～30km/hの致死率は、30km/h超に対して約1/4となっている。

● 概 要 速度抑制対策や通り抜け対策として、次の交通安全対策を社会実験にて実施。

● ETC2.0 　急ブレーキ、急ハンドル等の危険挙動データ、走行速度、通過経路等の情報を得る
事ができる。

※交通ビッグデータは、名古屋国道事務所からの情報提供となります。
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　 【対策メニュー】


